
中3 社会 公民 問題（経済・国際社会） 穴うめ（20問）　版Cの答え

※ 漢字でもひらがなでも正解です。答えの下の（　）内の言い方でも正解です。

（　　　）に入る言葉を、右の欄に書きましょう。

(1) 電気・ガス・水道など国などが認める料金を（　　　）という 公共料金

(2) 独占や不公正な取引を監視する国の機関が（　　　）だ 公正取引委員会
（公取委 でも正解）

(3) 商品を消費者に直接売る仕事を（　　　）という 小売業

(4) 消費者が買おうとする量を（　　　）という 需要量
（需要 でも正解）

(5) 物価が下がり続ける現象を（　　　）という デフレーション
（デフレ でも正解）

(6) 2009年に消費者を守る仕事をまとめて行う（　　　）ができた 消費者庁

(7) 消費者が自分の判断で商品を選ぶという考え方を（　　　）という 消費者主権

(8) 正社員ではない形で働く人を（　　　）という 非正規労働者
（非正規雇用労働者・非正規社員 でも正解）

(9) 労働条件の最低の基準を定めた法律が（　　　）である 労働基準法

(10) 会社の株式を持っている人を（　　　）という 株主

(11) 定年まで同じ会社でやとい続けるしくみを（　　　）という 終身雇用

(12) 環境を守り地域に貢献する企業の責任を（　　　）という 企業の社会的責任
（CSR でも正解）

(13) 所得が多い人ほど税率が高くなるしくみを（　　　）という 累進課税
（累進課税制度 でも正解）

(14) 紙幣を発行する役割から、中央銀行は（　　　）とよばれる 発券銀行

(15) 商品が売れずに景気が悪い状態を（　　　）という 不況
（不景気 でも正解）

(16) 外国の通貨に対して円の価値が高くなることを（　　　）という 円高

(17) ヨーロッパの国々による地域統合の組織が（　　　）である EU
（ヨーロッパ連合・欧州連合 でも正解）

(18) 2030年までに達成をめざす17の目標を（　　　）という SDGs
（持続可能な開発目標 でも正解）

(19) 1997年に先進国に温室効果ガス削減を義務づけたのが（　　　） 京都議定書

(20) アメリカ・イギリス・フランス・ロシア・中国は（　　　）である 常任理事国
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